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はじめに 
 

 ジャンボタニシによる水稲の食害が各地で問題になってきており、農林水産

省からもその対策マニュアルが発行（2020 年３月）されています。岐阜県版で

ある本マニュアルは、農林水産省が発行している上記マニュアルを補完するも

のであり、岐阜県の地域特性に沿った対策や、新たな知見についても掲載してい

ます。 

 

 今後の気候変動、いわゆる地球温暖化によって、ジャンボタニシによる被害が

拡大することが予想されており、水稲への被害低減や越冬個体数の抑制対策を

地域一丸となって継続していく必要があります。一方で、ジャンボタニシ対策は、

１つの対策技術（例えば、農薬散布のみや捕殺のみ）を行うことで、被害を抑え

こめられるといった対策方法は存在しておらず、様々な対策技術を可能な範囲

で組み合わせて実施することが重要です。 

 

 ジャンボタニシ対策に関する研究が現在も続いており、今後本マニュアルに

記載のない新たな対策方法が提示されることも考えられます。その他の技術や

知見による防除対策については、引用文献等を記載しております。 
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第 1 章 ジャンボタニシについて 
 

1-1 ジャンボタニシの特徴 

 ジャンボタニシは、リンゴガイの仲間で正式名称をスクミリンゴガイ（Pomacea 

canaliculata）といい、世間一般的に言うタニシとは異なるグループの大型の巻貝です（図 

1）。日本在来のタニシと姿形はよく似ていますが、タニシと比べて殻が薄く、特にら

せん上部の長さが短いのが特徴です（図 2）。原産国は南米のラプラタ川流域で、日本

以外にも多くのアジア諸国に導入されてその分布が拡大しており、世界的に問題になっ

ています（平井、1996）。 

 

図 1 ジャンボタニシ 左：オス 右：メス 

     殻口の形が雌雄で異なり、メスの方が大きく成長する 
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図 2 ジャンボタニシと日本のタニシ 

   左：ジャンボタニシ 中：マルタニシ 右：ヒメタニシ 

 

 日本には 1981 年に台湾から長崎県と和歌山県に食用目的で本種が導入されました。

1983 年には全国で 35 都道府県、計 500 か所をこえる養殖場で飼育がおこなわれました

（平井、1989）。しかし、商業市場は発展せず（Wada、1999）、廃棄・脱走した個体が

水田、河川、水路に侵入して広がりました。特に、水田においては天敵が少なく、個体

数が爆発的に増加しました（Yusa、et al．、2006）。このようにして野生化した本種は、

水稲を加害することで稲作に甚大な影響を及ぼすようになりました（Halwart、1994；

Cowie、2002；Wada、2004）。そこで、農林水産省は 1984 年に本種を有害動物に指定

し、海外からの輸入を禁止しました。さらに、沖縄県で採取された個体から人体にも寄

生する広東住血線虫が発見され、国内での養殖業は完全に廃れました。  

 2020 年時点での本種の国内の分布は、沖縄・九州から太平洋側を中心に広がってお

り、北限は茨城県にまで広がっています（農林水産省消費・安全局植物防疫課、2021）。

岐阜県においても 1985 年に岐阜市、羽島市、岐南町、笠松町の圃場で確認されて以降

分布域は拡大しており、2021 年時点では岐阜・西濃地域、中濃及び東濃の一部地域で確

認されています。 

ジャンボタニシは濃いピンク色の卵塊を水上の植物や水路の内壁などに産み付けま

す（図 3）。長さは数センチで、大きな雌ほど大きな卵塊を産む傾向があります

（Miyahara et al．、1986）。1 つの卵塊には 10～300 個の卵が集まっており、気温が

25℃以上になる晩春から秋にかけて年間十数回産卵します。この色は遠くからでも目

立ち、苦み成分やタンパク性の神経毒が含まれていることから、自然下では捕食者は

ほとんどいません。孵化までの期間は温度によって異なり、25 ℃の場合は約 2 週間で

孵化します。 
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図 3 水稲に産み付けられた卵塊 

 

生まれた稚貝は、条件が良ければ 2 か月ほどで成熟し産卵を開始します（農研機構 

九州沖縄農業研究センター）。寿命は日本の水田では基本的に 2 年（和田、2000）

で、夏に生まれた個体が秋までに殻高 1～3 cm まで成長し、主に土中で越冬します。

翌年、水田に水が入ると活動を再開し、夏になると産卵します。この年を生き延びた

個体は再び土に潜り越冬しますが、本種は耐寒性が強くないため（大上、1986；大

矢、1987）、大きい個体は土に潜ることができず寒さが原因で死んでしまいます。夏

を過ぎてから生まれた小さな個体も寒さに弱いため、越冬できるサイズは 2、3cm 程

度のものが多く、ほとんどの個体は冬に死んでしまいます。しかし、越冬可能な場所

にいたわずかな個体が夏に繁殖し、爆発的に増えてしまいます。これまでの研究によ

り、ジャンボタニシは気温 0 ℃で約 3 週間、 -3 ℃で 3 日間、 -6 ℃で 1 日間曝され

ると死亡する（大矢ら、1987）こと、水中では 5 ℃で 4 日間、 2 ℃で 2 日間曝され

ると死亡する（大上、1986）ことが明らかになっています。しかし、これらは恒温室

の一定温度下での実験結果でした。そこで今回、岐阜県の多治見市と輪之内町の実測

温度を利用し、圃場での温度変化を再現した実験を行いました。その結果、3.5℃以下

の毎時積算温度が空気中で 1000℃、土中で 600℃を超えると死滅することが明らかに

なりました。さらに、実際の圃場において、3.5℃以下の毎時積算温度とジャンボタニ

シの生存率の関係を調べて、死滅温度の妥当性を確認しました（伊藤、投稿中）。ま

た、寒さには弱いが、乾燥にはとても強く、半年程度は乾燥した土壌中で休眠するこ

とが可能です。 

本種には広東住血線虫が寄生している場合があります。日本で広東住血線虫が寄生して

いる個体が見つかったのは沖縄県のみですが、広東住血線虫は本州でもネズミやナメクジ

から発見されており（農研機構 九州沖縄農業研究センター）、今後、ジャンボタニシに

も寄生する危険性があります。人体内に入った線虫は数週間で死滅しますが、発熱、頭
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痛、嘔吐などの症状が現れたり、まれに脳に移動し死亡した例もあります。ジャンボタニ

シはもともと食用で輸入された経緯があるため、水のきれいな場所で採取したものはそれ

なりに美味しいという評価も得ていますが、食べる場合には十分過熱して生食などは決し

てしないように注意が必要です。 

 

1-2 食性と被害の実態 

 ジャンボタニシは、雑食性ですが主に植物質のものを餌としています。水稲の食害が問

題となっていますが、葉の広い柔らかな雑草やキャベツ、レタスなどの野菜と比較する

と、決して水稲を好んで食べるわけではなく、むしろ優先度は低いです。しかし、苗代や

田植え直後の水田にはエサとなるものが水稲しかなく、しかも柔らかい苗なので集中して

食害を受けます。食害は水田全体に及ぶこともありますが、多くは局所的に被害が散在し

ています（図 4）。また、成長した水稲はほとんど食害を受けませんが、分げつした若い

葉は食害を受けることがあるため、食害期間は田植え後 2、3 週間を中心に中干し期まで

至ります。 

 

図 4 被害水田のドローン空撮写真 

 誘引剤に関する実験から、ジャンボタニシは乳酸発酵やアルコール発酵の際に生成され

るアミノ酸を好むことが明らかになりました。田面に米糠等をまくとジャンボタニシが寄

ってきます、これは米糠が発酵する際に生じるアミノ酸によって誘引されるためと考えら

れます。また、アミノ酸を多く含む酒粕などにも好んで集まってくるため、ジャンボタニ

シ駆除のために誘引する場合には発酵させたものを用いると効果的です。ただし、誘引剤

は餌にもなりますので、集まってきた個体を回収しないと逆に増えてしまうことにもつな

がるので注意してください。 
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第 2 章 ジャンボタニシ対策について 
 

2-1 対策の概要 

現在のところジャンボタニシ対策に決定打はありません。よって様々な対策をできる範

囲内で組み合わせて実施することが重要です（図 5）。 

 

 

図 5 ジャンボタニシ対策概要図 

（※ 様々な対策方法を組み合わせて実施することが重要） 

上図に示した 3 つの防除は、被害低減と個体数抑制の 2 つの観点からも重要です。被害

低減は、食害を受ける田植え直後を中心に有効分げつが終わる中干しまでの間、いかに食

害を避けるかということです。一方、個体数抑制は、1 年を通してジャンボタニシの生息

数を抑制していくものです。この 2 つのアプローチを両輪として行っていくことが長期的

なジャンボタニシ対策にとって重要です。また、ジャンボタニシは水の流れや予期せぬ人

為的行為（トラクタや苗の移動など）によって拡散します。 

そのため、対策は圃場単位ではなく、用排水系統を同じとする各地域において地域一丸

となって行うことが重要です。 
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2-2-1 化学的防除 

①農薬の散布 

 

ジャンボタニシの発生が例年多い地域などでは、田植直後の農薬の散布を検討しましょ

う。メタアルデヒドや、有機農業に対応したリン酸第二鉄などの農薬が流通しています。 

 

【ポイント】 

・農薬の散布は、田植同時 または 田植直後 に散布することが重要です。 

取水後、ジャンボタニシはすぐに休眠から覚めて行動を起こすため、田植えから農

薬散布まで数日経過するだけで被害が大きくなることが確認されています。 

・散布方法の基本は、ほ場全面に均一に散布をするようにしましょう。 

メタアルデヒドやリン酸第二鉄を主成分とする農薬はジャンボタニシが摂食するこ

とにより効果を発揮するために誘引剤が含まれていますが、被害の大きい圃場では全

面散布が基本となります。被害が局所的であったり、コスト面で散布量を制限する場

合には、これまでに被害が大きかった場所やジャンボタニシが集まりやすい取水口や

排水口付近の深みに集中して散布すると効果的ですが、誘引効果は水の流れや風向き

の影響を強く受けるため、水尻や風下での散布ではその効果は狭い範囲にとどまるこ

とがあります。 

【留意事項】 

・登録農薬を使用し、登録内容に沿った使用方法を遵守しましょう。 

 

②石灰窒素の散布 

 

水稲収穫後の秋季 または 水稲移植前の春季に石灰窒素を散布することで、貝密度を下

げることができます。ただし、石灰窒素は魚毒性が強いため、地域の事情等に合わせて活

用できる場合は活用しましょう。 

 

【ポイント】 

・水温１５℃以上、かつ、３～４日以上湛水可能なほ場で効果が期待できます。 

・散布後は 1週間以上水を保ちましょう。 

・田植前に散布する場合は、基肥施用量を配慮し、生育に応じた肥培管理に努めましょ

う。 

【注意点】 

・石灰窒素の使用回数は１回のため、収穫後の散布もしくは田植前の散布のどちらかの

みで実施してください。 

・魚毒性が強いため、石灰窒素を含んだ水は水路へは排水せずに土中に浸透させるよう

にしましょう。  
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2-2-2 耕種的防除 

①冬季耕耘 

冬季の耕耘は、農林水産省の対策マニュアルにおいても、耕運機の回転刃による粉砕や土

中のジャンボタニシを地上部に掘り上げて寒気にさらすなどの効果があるとして推奨され

ています。 

【ポイント（地表面のジャンボタニシが死滅する前に耕耘を行う場合。）】 

・地中に潜った貝を掘り起こす為に、冬季耕耘を複数回実施し、貝を寒さに当てましょう。 

 

耕耘は土中にいるジャンボタニシを掘り上げるのと同時に、地表面にいる個体を土の

中に鋤き込む場合があることに注意する必要があります。 

ジャンボタニシには、自分で土壌を掘り進んで土中に潜り込む能力はほとんどありま

せん。どの程度の深さで越冬しているのかについて調べた結果、未耕耘の水田では中干し

時にできた亀裂にいた程度で、ほとんどの個体は表層から深さ 5cm までで確認されまし

た。しかし、耕耘することによって表層にいたジャンボタニシは土中に鋤き込まれてしま

うため、土中の個体を表層に掘り上げる効果よりも、表層の個体を土中に鋤き込む危険性

の方が高くなってしまいます。寒さが厳しくなると、表層にいた個体は死滅するので、そ

の後の耕耘の危険性は減少します。一方、稲刈り後間もない時期、つまり表層のジャンボ

タニシがまだ生きている状態で耕耘を行うと、暖かく越冬しやすい土中深くに潜り込ん

でしまうため、翌春に多くの個体が生き残って被害の拡大につながってしまいます。その

ため、地域の実情や各営農組織での作業スケジュール等の兼ね合いもありますが、ジャン

ボタニシ被害を重点的に行うのであれば、表層のジャンボタニシが死滅するのを待って

から一回目の耕耘を行うことが重要です。具体的な時期は気象条件によって変わります。

表 1 に過去 5 年間の岐阜県各地における、3.5℃以下毎時積算温度 1000℃の達成日を示し

ました。ここに示した日より前でもジャンボタニシは寒さによって徐々に死んでいきま

すが、繁殖力が非常に強いため、できるだけ生き残る個体を減らすことが必要です。その

ため、積算温度が 1000℃を超えてから、もしくはできるだけそれに近くなってからの耕

耘が理想的です。岐阜や大垣では、暖冬の場合には 1000℃に到達しない年度もあり、翌

年度は大きな被害が生じる傾向にありますが、アメダスの気温データから予測すること

ができるので、今後それを参考にして営農スケジュールを組むことが望ましいです。ただ

し、腐熟促進など他の目的を優先する必要がある場合や営農的に 2 月まで待てない場合

は、一旦土中に潜り込んだジャンボタニシを再び地表に掘りだすためにも、冬季に複数回

耕耘を行うと効果的です。裏作でキャベツやブロッコリーを作付けする 1 年 2 作では、

水稲の刈り取り後すぐに裏作の準備にかかるため、ジャンボタニシ増加の危険性が非常

に高くなってしまいます。そのような場合は、他の実施可能な対策方法をできるだけ多く

組み合わせて実施しておくことが重要です。 
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表 1 岐阜県各地で 3.5℃以下の毎時積算温度が 1000℃を超えた日 

（※黄色部分は 1000℃未達。カッコ内の数字は 2 月末時点での積算温度を示す。） 

 
 

②ローテーション栽培 

岐阜県の広い範囲で行われている水稲、ムギ、ダイズの 2 年 3 作では、圃場の乾燥期

間が 1 年半に及ぶため、ジャンボタニシの被害は減少する傾向がみられます。しかし上

述の通り、1 年 2 作ではジャンボタニシ増加の危険性が極めて高くなってしまうので注意

が必要です。 

 

③乾田直播 

乾田直播栽培では、移植栽培と比較して初期灌水時に苗がしっかりとしているので、食

害を受けにくい傾向にあります。水利条件との兼ね合いや機械等の状況もあると思いま

すが、直播栽培を導入できる場合は、例年被害の大きい圃場に導入することも効果的だと

考えられます。 

 

④中苗移植 

ジャンボタニシは田植直後の柔らかい苗を捕食するため、幼苗よりも中苗以降の方が

食害を受けにくいとされています。しかし、乾田直播同様、田植え後には水田内に水稲し

かない状況は変わらないため、それによって食害が大きく減少するわけではなく、組み合

わせて実施する対策の一つとして位置づけられます。 

 

⑤浅水管理 

 

浅水管理（４～３cm 以下（理想１cm 以下））を実施することで、ジャンボタニシの

行動を抑制し、摂食活動を抑制することができます。 

レーザーレベラーを所持しており、田面の均平度を維持可能であり、加えて、細やか

な水管理ができる地域においては、導入を検討してみましょう。 

 

浅水管理によって、ジャンボタニシの行動を抑制することができますが、殻長（貝の

大きさ）によってその水深は変化します。越冬したジャンボタニシは２～３cm が多い

ですが、その行動を止めるためには１cm 以下という極めて浅い水管理が必要であるこ

とが実験で明らかになりました。しかしそのような浅い水管理は雑草繁茂などのリスク

R4 R3 R2 R1 H31

岐阜 2月1日 1月23日 2月5日 （344） （813）

大垣 2月16日 1月22日 2月5日 （470） （875）

美濃加茂 1月8日 1月6日 1月9日 2月9日 1月12日

多治見 1月3日 1月5日 1月8日 2月5日 1月9日

八幡 12月25日 12月27日 12月24日 1月3日 12月30日
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があるので、レーザーレベラーなどで均平度が高く維持されている圃場が主な対象とな

ります。実施期間は食害被害の大きい田植え後 2、3 週間が中心となります。１cm 以下

に管理できない場合にも、水深が３cm よりも浅くなるとジャンボタニシは深い場所へ

と移動する傾向があるので、予め深場を設けておき、そこに集まった個体を集中駆除す

ることも効率的な対策方法となります。いずれにせよ、浅水管理も食害対策の一つの方

法として他の対策方法と組み合わせて行う必要があります。 

 

2-2-3 物理的防除 

①成貝駆除 

 

水路やほ場でのジャンボタニシの成貝を駆除することで、貝の密度を下げましょう。 

また、9 月下旬以降は、越冬できる個体、つまり 2、3cm の大きさの貝を対象に駆除す

ると効果的です。 

 

ジャンボタニシを採捕して駆除することはもっとも有効的な対策方法です。しかし効

率よく行わなければ、労力の割には効果が表れにくいです。効率のよい成貝駆除を行うに

は、その時期や場所、採捕する貝の大きさなどを考慮する必要があります。 

ジャンボタニシは寒さに弱いため、ほとんどが冬を越せずに死んでしまいます。しかし、

繁殖力が強いため、わずかに生き残った個体が大増殖します。そこで、春に生き残った個

体を集中して駆除することが最も効率的です。春の 10 個体が夏の 1,000 個体に相当する

といっても過言ではありません。しかし、春に生きたジャンボタニシを見つけるのはなか

なか困難です。田面に転がっている個体を見ても生きているか死んでいるかよくわかり

ません。4 月以降、雨が降って水路や水田に水たまりができた状態で、暖かい日が数日続

けばジャンボタニシは動き出します。特に注目すべきは、例年被害の大きい場所です。被

害の大きい場所の近くには、湧水や泥の堆積している場所など、高い確率で越冬しやす

い環境があります。そのような場所で越冬し、暖かい日に目覚めた個体を集中して駆除す

ることはとても有効的な対策となります。水路のジャンボタニシも駆除対象となります

が、特に取水前に水路にいる個体を駆除しておくと、田面への侵入抑止に効果があります。 

特に食害を受けやすい田植え後 2、3 週間の間、田面にいる個体を駆除することも有

効な対策です。しかし、田植え後に田面を捜索することは困難なため、誘引剤や浅水管

理によって集めた個体を駆除することが効果的です。様々なタイプが提案されているト

ラップの使用も推奨されます（図 6）。トラップ内に入れた誘引剤によってトラップに

集め、駆除します。畦畔沿いなどに設置すると回収がしやすくなります。なお、ペット

ボトルを活用したトラップもあり、作成手順は 18 ページに掲載しています。 

成貝駆除は直接苗を食す個体を取り除く以外に、産卵を防ぐ面でも重要です。3cm を超

えると産卵可能となるので、春から夏過ぎにかけては、水路や水田など場所を問わずその

サイズの個体は積極的に駆除する必要があります。 

9 月下旬以降は、越冬できる個体、つまり 2、3cm の大きさの貝を対象に駆除すると効
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果的です。 

集めたジャンボタニシの処理には注意が必要です。穴に埋めても簡単には死にません。

農道に撒いても再び水田に戻ってきます。車にひかれると貝はつぶれて死にますが、体内

にあった卵がタイヤの溝に引っ付いて他の場所に運ばれるケースもあります。岐阜県で

はほとんどの自治体で燃えるゴミでの処分が可能となっていますので、可燃物として処

理を行ってください。 

 

図 6 ジャンボタニシトラップの一例 

②卵塊除去 

 

ジャンボタニシの卵塊除去は発生地域の拡大防止と水田内での個体数の減少に寄与し

ます。4 月末から 9 月中旬の期間で可能な限り地域で卵塊除去を行いましょう。 

 

ジャンボタニシの卵はピンク色のため、大変よく目立ちます。卵塊の除去は、ジャン

ボタニシの個体数抑制に大きく寄与します。 

ジャンボタニシは、気温 25℃以上になると産卵を始め、産卵後約２週間ほどで孵化

し稚貝となります。岐阜県美濃地方では、場所や年によって差はありますが、おおよそ

4 月下旬くらいから 10 月までが産卵期となります。9 月下旬以降に産み付けられた卵は

孵化しない、あるいは生まれてきても小さすぎて越冬できない場合がほとんどなので、

卵塊除去の期間は 4 月末から 9 月中旬までとなります。 

除去の方法として、水の中に落とすのが一般的ですが、産みつけられてから 1 週間経

過すると水没しても死ににくくなります。卵塊が白っぽくなった状態（図 7）で水の中

に落とすと、逆にジャンボタニシの拡散につながってしまうので注意が必要です。よっ

て卵塊除去は、週に 1 回以上のペースで水路に落とす、あるいは水路に落とさずに潰し

ていく必要があります。 

稲茎に産み付けられた卵塊の駆除は非常に困難なため、水田内にプラスチィック板を

立てるなど、回収可能な産卵の場を設けることも効果的です。 
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図 7 産み付けられた直後の卵塊（左）と 1 週間経過した卵塊（右） 

 

③侵入防止 

ジャンボタニシによる水稲の食害は、当然のことですが水田で起こります。よって水

田内での駆除と同時に、水路などから水田内への侵入を防止することは非常に重要で

す。対策としては取水口にネットなどのスクリーンを設置することが考えられますが、

ゴミ詰まりなどへの対応も必要になってきます。侵入のタイミングは様々ですが、特に

注意すべきは取水時と豪雨に伴う水位上昇時です。ジャンボタニシは基本的に陸上では

あまり移動しませんが、畦畔が崩れて水が漏れていたり、畦畔を越流していたりする場

所では、ジャンボタニシが移動していく様子をよく目にします。侵入防止のためには、

そのような移動経路を潰していく必要があります。 

水路で最も注意が必要なので、用排兼用水路です。灌漑期は田面と直接つながるた

め、取水前に水路内のジャンボタニシを駆除しておく必要があります。また、用水路は

一般的に U 字溝などのコンクリート三面張り構造が多く、非灌漑期には乾燥している

ためにジャンボタニシはあまり多くはいません。ただし用水系統にジャンボタニシの生

息場所がある場合には、用水路経由で浸入するころも考えられるため、各地区それぞれ

の状況を注視して対応することが必要です。 

 

④拡散防止 

ジャンボタニシは水の流れに乗って主に下流方向へと分布域を広げていきます。一方、

上流方向への拡散はほとんどの場合が人為的なものです。具体的には苗の移動、泥のつ

いた農機具の移動、客土など土の移動などに伴うものです。卵塊除去で述べたように、

車両の移動によることも考えられます。苗については苗代での対策、農機具については、

十分な清掃とローテーション順（ジャンボタニシの未生息地から生息地への移動）を考

えることなどが考えられます。 

十分な対策をしても拡散の危険性は残ります。そのため、ジャンボタニシ対策は圃場

単位ではなく、地区単位、つまり地域で連携して行うことが大切です。  
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第 3 章 1 年を通じた対策作業スケジュール 
 

 これまで述べてきた内容について、年間を通して作業スケジュールとして下図のように

まとめましたので参考にしてください（図 8）。 

～地域一体となって、被害軽減に向けた取組みをしましょう！！～ 

 

図 8 ジャンボタニシ対策年間作業スケジュール 
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参考資料 ジャンボタニシ拡大ハザードマップ 
（気候変動適応センター提供） 

下記の図は 25 年間でジャンボタニシの越冬が可能な回数を、過去（1981-2005）と

将来（2026-2050）について示しています。赤いほど越冬可能な頻度が高く、被害が大

きくなることが予想されます。気候変動により、将来的に冬季の気温が上昇し、越冬

可能となる地域が広がること、現在被害のある地域もさらに個体数が増加することが

懸念されます。なお、青い場所や色のついていない場所であっても、湧水のある場所

や土中深い場所などでは局所的に越冬が可能となるため、広範囲に被害が広がるまで

は至らなくとも圃場レベルでは被害が生じる可能性はあります。 
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参考資料２ 令和４年 10 月発行 対策啓発チラシ 
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参考資料３ 令和５年２月発行 対策啓発チラシ 
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参考資料４ 令和５年１月発行 対策啓発チラシ 
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参考資料５ ペットボトルを利用したトラップの作成手順 

2-2-3①物理的防除で紹介したトラップについて、経費を掛けないトラップの作成

方法について紹介します。簡易な物でも捕獲効果はありますので、お試し下さい。 

  

［準備するもの］ 

・2L ペットボトル    ・ハサミ      ・カッターナイフ 

・千枚通し       ・紐        ・ジャンボタニシの餌（米ぬか、ナス等） 

・ネット 

① ペットボトルを肩から１～２cm 下で

切断する。 

② 切断部分から１cm 下に穴をそれぞれ

空ける。 

③ ネットに入れた餌を本体に入れ、飲み口

側を逆さにして、本体に差し込み、②で

あけた穴に紐をとおし、本体と飲み口側

を固定する。 ④ 本体の底に水抜き用の穴をあける。 

⑤ 完成写真 ⑥令和 5 年 6 月大野町の試験結果 
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参考資料６ 暖冬に伴うジャンボタニシ被害拡大対策について 
 

冬の気温が高かった地域では、ジャンボタニシの越冬個体数が増える可能性が高

く、水稲への被害が拡大することが懸念されます。 

水稲への被害を防ぐために、気象情報や農林水産省の病害虫発生予察を参考に、

適期に適切な対策を、地域ぐるみで実施しましょう。 

 

  

［農林水産省「病害虫発生予報」イメージ］ 
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